
金

え
体

Fez-Aず
だ
殺
害
字
書
・
・
ア
字
rfZ苦
境
会
場
花
ェ
式
市
刀
剣
A
A
O

桑
必
死
会
冬
季

1
宇
都
今
村

山
え
ホ
'
呼
常
掃

-20ノ宥
hm
-ば
大
明
日
村
』
ん
ち
子
高
木
え

J

，
浮
年
九
ト
ナ
v
・
0

局窓
才一枚ア

リ
ケ
マ
キ
Y
/
潟
止
左
足
~
同
一
一
得
き
ず
片
ノ
同
剛
ペ

J

襖
-
件
市
ゾ
ポ
ハ
雪
崩
料
考
立
九
安
ん
'
ル
門
-
成
，
修
/
U刑
ナ
リ
・
今

TME宮崎仰?

と
r

み
リ
え
ん
ソ
続
伸
勇
一
体
内
森
一
体
内
7
y
云
多
ア
雪
シ

4
7
1

溺
ト
凶
咽

得火
1
1
7
2
a

持一ずム早
盆
開
一圃

町

百
罫
描
m
y

士
I
I
E

出

ー

墳
一
恨

古
・
4万

山

大

子二

椎

佐

頭

公
心

' . 

国の雄

A 
λ 
J 



議選;};~ffJ_劇場
総社古墳群は、東南方向に広がる榛名山の裾

野の末端、現利根川の西岸に南北約 4kmに分布

する古墳群です。総社古墳群は、その規模や卓

越レた築造技術、優美な出土日などから、古く

から注目されており、東国を代表する古墳群の

一つに数えられます。現在は前方後円i貫 3基、

方i黄3基、円i貫3基が残されています口

大型古墳の分布を見ると、その立地から南北

二群に分けられ、南支群には王山古墳・王沼原

山古墳(消滅〉、北支群には遠見山古墳・総社二

子山古墳・愛宕山古墳・宝塔山古墳・蛇穴山古

墳があります。

古墳の移り変わりとしては、ます、 5世紀後半

に北支群に遠見山古墳が築かれ、その後 6世紀

初頭に南支群の王山古墳や、横穴式石室を持っ

ていだと考えられる王沼原山古墳が続きます。

以降は北支群で大型古墳が造られ、総社二子山

古墳 (6世紀後半)=今愛宕山古墳 (7世紀前半〉

コ宝I苔山古墳 (7世紀中葉)=今蛇穴山古墳 (7世

紀後半〉へとうつりかわります。

45_ 
500年 550年

2 総社古墳群の変遷

600年

遠見山古墳全景(南東より)

遠見山古墳はi黄E全長 80mを超える大型の前

方後円墳です。これまで数度調査が行われ、 i黄E

の裾やi貫Eを巡る周堀が確認されています。主体

部は竪穴式石室と考えられます。円筒埴輸などが

出土しており、周辺では人物埴輸なども採集され

ています。周堀の底には 6世紀初頭の榛名山の噴

火で噴出した火山灰が積ちっており、出土したI直

輸の年代などから、古墳の築造時期は 5世紀後半

と考えられ、総社古墳群の中で最ち古い古墳です。

本古墳はこの地域の開発に成功した豪族の墓と考

えられます。

[所在地】前橋市総社町総社給人城川 1410

【形状】前方後円i貫

[時期】 5世紀後半

【i黄E全長)88m (推定〉

(後円部径 :50m 前方部幅:55m) 

か

暖

o 10 助

一
墳丘測量図 3 



5 

石室実測図

築瀬二子塚古墳石室

本古墳は横穴式石室という新しい埋葬方法を採用しており、東日本でも最も古い

ものの一つです。初期の横穴式石室を持つ群馬県内の古墳としては、前二子古墳(前

橋市〉や築瀬二子塚古墳〈安中市〉などがあります。横穴式石室は畿内のヤマト王

権で取り入れられた新しい葬制で、これをいち早く取り入れた群馬県中西部の豪族

たちは、中央と強いつながりを持っており、先進的な技術や文物を取り入れること

ができたと考えられます。

①王山古墳 ②正円寺古墳 ③前二子古墳

④築瀬二子塚古墳 ⑤一之宮4号墳

⑥λ幡二子塚古墳

石室の様子(入口より)

出土昂には円筒埴輪や、大刀・盾といった器財埴輪のほか、矢を持ち歩くための

容器である胡鎮の出土が注目されます。

色
I I 

持
活

前二子古墳石室
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王山古墳はi貢E全長 75.6mを測る大型の前方後円墳で、 6世紀初頭に造られた

と考えられます。昭和 47'"'-'48年に填E全体が調査され、古墳の様子が明らかに

なりました。 i貫Eの築造方法としては、ます盛土で二段にi黄Eの形を作った後、そ

の外側に砂や礁が混じった川原石を詰め、さらに外面に大/5¥りな自然石の葺石で飾

ります。死者を埋葬する主体部は横穴式石室で、後円部の基壇上につくります。石

室の全長が 16m以上と非常に細長く、玉三室は赤く塗られていました。

王山古墳全景(西より)

【規模】 i貴E全長75.6m(後円部径 :50m・前方部幅:63.1 m) 

石室全長:16.37m 

(羨道 12m・玄室4.37m)

墳丘に萱かれた葺石の様子

[所在地]前橋市大渡町一丁目 6-1

【形状]前方後円墳

【時期)6世紀初頭
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後円部石室実測図
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【所在地]前橋市総社町植野368

【形状】前方後円i貢

【時期】 6世紀後半

【規模】

i責E全長約90mC後円部径45m、前方部幅61m)

後円部石室石室全長9目4mC残存値)、五室長6.8m

前方部石室石室全長8.7m、3?;室長4.2m

後円部石室の様子

(田津金吾「上野国総社二子山古墳の調査」吉川弘文館より)

総社二子山古墳全景

福社三手白百遣は現状のi黄E全長で 90mを超える大型の首百屋局員で、総社古墳

群の中でも最大規模を誇ります。未調査のだめi黄Eの詳細な構造は不明ですが、二段

築成で、 i黄E斜面に葺石を董き、 i黄E全体に円筒埴輸が立てられていたとみられます。

石室は優品lj.商品ljの 2力所に造られています。後円部石室は天井が崩落して

いるものの、県内でも最大級のものです。壁面は榛名山から噴出した角閃石安山岩

を加工して巧みに積み上げています。前方部石室は、大15¥りな自然石を積み上げて

おり、石室の規模ち後円部石室より一回り小さな石室です。 i員Eの形や石室の作り

方などから、後円部石室二今前方部石室の順で造られ、両石室とも 6世紀後半に築か

れたと考えられます。

総社二子山古墳出土万剣実測図(前橋市立図書館所蔵)

L画面~

前方部石室の様子 前方部石室実測図

副葬呂の様相は明らかではありませんが、前方部石室から勾玉や耳環、万子、

大刀などが出土していることが知られてます。特に頭椎大刀は、原田の所在が不明

ですが詳細な絵図が残されていて、様々な装飾が凝らされだ非常に優美な大刀であっ

たことが分かります。また、その形状や作りなど、高崎市綿貫観音山古墳出土の大

刀と非常によく似てしています。
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石室は巨大な自然石を積み上げた石室

で、羨道が土砂で埋まっているため、石室

全体の規模は不明ですが、玄室長で約 7m

を測る巨大な石室です。壁面の自然石ち、

部分的な加工が行われていると考えられ、

石室を造る技術が進歩していることがわか

ります。また玄室の奥壁寄り中央には、精
ぎょうかいがんせい くりぬきしさいえがたせっかん

巧なっくりの凝灰岩製の割抜式家形石棺が

置かれています。

8 

" 
割医

[所在地]前橋市総社町総社 1763ほか

【形状]方i貴

日寺期)7世紀前半

【規模]

I黄E全長 56m(推定)、 I黄E高8.5m

石室全長9.28mC残荏値〉、玄室長 7.1m
あたごやまこふん

愛宕山古墳はI員E全長

56mの方i員で、 7世紀前半

の築造と考えられます。こ

れまでの前方後円墳が姿を

消して方蹟という四角い形

状の古墳になります。 i黄E

部は未調査ですが、二段築

成で、 i員E斜面には葺石で

飾られていたと考えられま

す。また、 i黄Eに埴輪は立

てられていなかったとみら

れます。

o 10 2()O 
=ーー画面面ーーーーー面画面面品

墳丘測量図

愛宕山古墳の石室と石棺の様子

割抜式家形石棺は畿内でも有力者の古墳に採用される例が多く、東日本全体でも宝

I苔山古墳の家形石棺を含めてわずか数例を数えるのみです。

箆

OM  

. ~ 
'=温量五ーーーー..，

石室実測図 家形石棺実測図

9 



石室壁面の石材の精織な加工と、これを積み上げる技術、

漆喰の使用などは、畿内の有力者層の古墳に用いる技術その

ままと言えます。また、石棺の脚部に彫り込まれた格狭間は、

大阪府南沼内郡太子町聖徳太子墓の棺台などに見られるもの

と同ーのものと考えられ、古墳の埋葬施設に、新しい文化で

ある仏教文化の影響力1及んだ結果と言えるでしょう。

-
・E・-ーπ-・-圃圃圃園田園守司・J主.らW ・11紘一 E
T β長官、1M・、 .司.
E九._.ト.. 

司

図実室石

‘ー

‘ 

【所在地]前橋市総社町総社 1606

【形状】方i責

【時期】 7世紀中葉

【規模】

i黄E全長約 60m、i貫E高 12m

石室全長 12.04m

(羨道長 3.56m、前室長 3.9m、

五室長 3.32m)

ほ主義 ぱ雪さす 応 こふん

一主権市三古墳ご(国指

巧みに組まれた石材

石室に残る漆喰

一一 -...， -- 宝塔山古墳全景(北より)

Et雇山古i買はi黄E全長約 60mの大型芳盤で、7世紀半ばに造られたと考えられます。

i黄Eは三段築成で、斜面には葺石が葺かれていたと考えられます。石室はi黄Eの基壇
せんどう ぜんしつ げ

上に造られ、南側に向けて閉口しています。石室は羨道・前室.:z室からなり、それ

ぞれの入口には門柱状の施設が設けられています。
あたごやまこふん

石室は、前代の愛宕山古墳までの自然石

を積み上げる石室の作り方から、きれいに

加工された切石を巧みに積み上げる「載石

切組積」という手法が採用されています。

更にその上に漆喰を厚<塗って石室全体

を白く平らに仕上げています。玄室の中央

には輝石安山岩製の割抜式家形石棺が置か

れています口愛宕山古墳の家形石棺同様非

常に精巧な造りの石棺で、底面付近には装

飾として格狭聞が割り込まれています。

d戸~
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i

J

守
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11 
玄室と石棺の様子

， ，. 

家形石棺実測図
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一
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蛇穴山古墳全景(南より)

中堤(内側)の貼石 中堤(外側)の貼石

蛇穴山古墳は蹟Eの一辺が約 40mの方墳で、 7

世紀後半の築造と考えられます。 i黄Eは二段築成で、

i貫E斜面には葺石で飾られていたと考えられます。

i黄Eの周囲には内堀が巡り、その外側に貼石を施し

た中堤を挟み、更にその外側に外周溝を巡らせて、

二重の堀でi黄Eを取り囲んでいましだ。

石室は南側に向かつて聞き、石室前には川原石を

敷いた前庭を持ちます。蛇穴山古墳はそれまでのよ

うな長い羨道を持たす、、わずかに切石を敷いたスペー

スからすぐ奥に玄室を配置します。玄室入口の天井

部分には格狭間状の割り込みが施されています。

12 
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【所在地】前橋市総社町総社 1587-2

[形状】方i貴

印寺期】 7世紀後半

【規模】

i黄E全長約 40m、i貫E高5m

玄室長3m、五室幅2.6m

中堤(内側)の貼石(コーナー部分)

墳丘墓壇の様子

墳丘測量図

蛇穴山古墳石室

玉三室は両側壁・奥壁・天井石がそれぞれ一

石の巨石で構成され、周囲を削って巧みに石

材を組み合わせるなど、高度な石材加工技術

が見られます。宝I苔山古墳同様石室には漆喰

が塗られており、石室全体を平滑に白く仕上

げています。玄室の奥壁伺近には牛伏砂岩製

の大きな切石が置かれており、棺を安置する

ための棺台と考えられます。

玄室に置かれた棺台

、“a‘』必

石室実測図

石室内の漆喰の様子
13 



出土した軒丸瓦

14 
「放光寺」銘瓦 出土した軒丸瓦

まだ、昭和54年の第六次調査におい

て、「放光寺」とへラで描かれた瓦や「放

光」のスヲンペプが押捺された瓦が出土 ー

たことが1ら¥し高麿市山名町の日主語や 「主

野国交代実録帳」に見られる「放光寺」

指レ、山王廃患の寺号が「放

たとする見解放毛dξ恋ヲ

瓦な

さか

総社古墳群から南西に:，1帥!まどの揚所

には、由党寺院である首室長専がおPす174j

す。， r i1J J 

山王廃寺は二 丸正時代にI苔のI~\

けるiS雌が1高然発見されたことによ

に

を

跡
叫
棟

を

培

史
m
大
J

華

国

ち

h

奪
.術

会-4J堂どから、寺院の創建は7
1 のぼると考えられます。

王廃寺から出土レた

墳群構築と共通路

駆使レたもので、

合わせると、山

は、総社古i黄群

大きく関与してし

j 

は

加

時

に

力

れ

物

材

建

曽

有

ら

造

石

創

造

た

緑紬陶器一括資料(群馬県立歴史博物館所蔵)

金銅製飾金具
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【秋元氏と総社】
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慶長5年 (1600)、関ヶ原の戦いにより徳川家康の天下経営が現実味を帯びる中、

家康は江戸城周辺の関東諸城に腹I~\の臣下を城主として配置しました。秋元長朝は、関ヶ

原の戦功によって総社領6千石を与えられ、はじめて大名となりました。秋元氏が総社

藩を治めたのは、長朝・泰朝の二代わずか33年ですが、その短い聞に総社の地の基礎

を築きました。

てんぐいわょうすい

【天狗岩用水の開削】

手火元長朝は、慶長6年 (1601) 

に総社入封後、総社城の築城や城下

町の建設など数々の事業を行いまし

た。特に、天狗岩用水の開削は非常

に大規模な工事でしたが、領民たち

の協力を得て3年後には通水に成功

しました。その後新田開発を行うな

天狗岩用水(前橋市総社町)

ど領内の石高の増加に努め、六千石

の藩を一万石の豊かな土地へと変え

ました。

ょくでんい 白いひ こう がんじ

力田遺愛碑(光巌寺)

り ょ く で んいあいひ

【力団遺愛碑】

秋元氏の菩提寺である光巌寺の境内には、秋元氏と総社

領民の強いきす、なを示す碑が残されています。力団遺愛碑

は、秋元氏が総社から転到して 100年以上経った安永5

年 (1776)に建立された石碑で、領民が秋元氏の功績を

碑に刻んで後世に伝えたものです。転到後ちなお慕われた

領主と領民の強いつながりを表しています。
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